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高
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中

田

勇

次

郎

は

じ

め

に

か
ね
て
よ
り
本
大
学

の
史
学
研
究
所

に
お
い
て
課
題
と
し
て
い
る
伊
勢
神
戸
藩

主
本
多
猜
蘭
侯
に

つ
い
て
の
研
究

の

一
つ
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
度

に
は
、
租
擁
派

の
詩
人
で
名
を
知
ら
れ
、
猜
蘭
侯
と
も
詩
文

の
交
渉

の
あ

っ
た
高
野
蘭
亭
を
取

り
あ
げ

る
こ
と

に
し
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
、
高
野
蘭
亭

の
寿
蔵
碍
が
鎌
倉

の
円
覚
寺

に
あ

る

の
で
、
そ
れ
を
実
地
調
査
す

る
計
画
を
立
て
、
こ
の
年
、
十
月

一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
現
地
に
赴

い
た
。
同
行
し
た

の
は
、
本
学
藤
井
直
正
教
授

の
ほ
か
、
研
究
室

の
額
田
助
手
そ
の
他
参
加

の
学
生
数
名

で
あ

っ
た
。

こ
の
地
は
名
所
旧
蹟
も
多

い
の
で
、
鎌
倉

八
幡
宮
を
は
じ
め
、
極
楽
寺
、
長
谷
寺
、
大
仏
そ
の
ほ
か
、
美
術
館
、
宝

物
館
等
を
時
間
の
許
す

か
ぎ
り
見
学
を
し
て
、
周
辺

の
環
境

に
も
触
れ
な
が
ら
調
査
を
よ
り
効
果
的

に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

円
覚
寺
を
訪
れ
た

の
は
、
十
月

二
日
で
、

こ
の
日
は
こ
の
寺

の
開
山
国
師
無
学
祖
元

の
開
山
忌
に
あ
た
り
、
法
堂

の
あ
た
り
に
読
経

の
声
が
聞
え
て
、
法
衣
を
正
し
た

禅
僧
が
山
内
を
練

り
あ
る
く
姿
も
見
え
て
、
何
と
な
く
荘
厳
な
気
分
が
た
だ
よ

っ
て
い
る
の
を
覚
え
た
。
展
墓
の
目
的
と
す

る
高
野
蘭
亭

の
寿
蔵
編
が
、
広

い
寺
域
内

の

ど
こ
に
あ
る
か
は
、
さ
い
わ
い
、
こ
の
た
び

の
調
査

に
つ
い
て
寺

へ
の
紹
介
を

い
た
だ

い
た
、
横
浜
市

(中
区
南
仲
通
5

の
6
)

の
神
奈
川
県
立
博
物
館

の
鈴
木
良
明
氏

が
、
あ
ら
か
じ
め
そ

の
所
在
を
た
し
か
め
て
下
さ

っ
た
の
で
、
寺
門
を
入

っ
て
す
ぐ
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
位
置
は
、
寺

の
表
門
を
入

っ
て
右
手
に
山
路
を
上

り
、
百
数
十
級

の
石
段
よ
り
な

っ
た
山
路
を
上

っ
た
小
高

い
丘
の
上

に
、
大
弁
財
天
を
祀
る
御
堂
が
あ
り
、
そ
の
向

っ
て
左

の
側
に
高
野
蘭
亭

の
寿
蔵
碍
が
あ

っ
た
。
弁

財
天

の
御
堂

の
す
ぐ
近
く
に
鐘
楼
が
あ
り
大
き

い
梵
鐘
が
懸

っ
て
い
た
。
そ

の
か
た
わ
ら
の
立
札

の
言
葉
を
借
り
て
こ
の
由
来
を
見
る
。

「
国
宝
大
鐘
弁
天
」
、
凡
そ
六
百
八
十
年

の
昔
、
執
権
北
条
時
貞

(時
宗

の
子
)
七
日
七
夜
、
江

の
島

の
弁
天
に
参
籠

し
、
天
下
泰
平
万
民
和
楽
を
祈
り
、
霊
夢

を

感

本
多
　狗
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
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じ
て
大
鐘
を
鋳
造

(後
伏
見
天
皇
、
正
安

三
年
、

二
ご
〇

一
)
、
当
山
に
奉
納
し
、
弁
天
堂
を
建
て
、
以

っ
て
之
を
祭
り
、
当
山

の
鎮
守
と
な
す
。
以
来
、
霊
験
あ

ら

た

か
に
し
て
、
祈
願
す
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
必
ず
感
応
を
蒙
る
故
に
、
寮
者
常

に
跡
を
絶
た
ず
、
又
、
こ
の
境
地
は
眺
望
絶
佳
、
北
鎌
倉

の
翠
轡
を
眼
下
に
収
め
、
遠
く
富

士
の
霊
峰
を
望
む
。
堂
前

に
立
ち
て
清
風

に
吹
か
れ
る
時
は
、
何
人
も
百
十
三
余
級

の
石
段
を
肇
じ
の
ぼ
る
労
が
報

い
ら
れ
て
余
り
あ
る
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
因

に
当
弁

み

財
天

の
祭
礼

は
十

一
月

二
十
八
日
で
あ
る
が
、
六
十
年
毎

の
巳
の
年

に
お
い
て
大
祭
を
行
う
。
又
、
こ
の
梵
鐘
は
鎌
倉
第

一
の
大
鐘

で
、
常
楽
寺
、
建
長
寺

の
鐘
と
と
も

に
、
鎌
倉
三
名
鐘

の

一
つ
で
、
そ

の
高
さ

二
五
九

.
五
糎
、
口
径

一
四
二
糎
あ
る
」
と
い
う
。
又
、
立
札

の

一
つ
に
、
「
弁
財
天
を
祀
る
洪
鐘
鋳
造

の
お
り
、
江

の
島

弁

財
天

の
加
護

に
よ

っ
て
円
成
し
た
と
伝
・兄
ら
れ
る
こ
と
を
由
緒
と
す
る
。
六
十
年

に

一
度
大
祭
が
行
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
御
堂
は
そ
れ
ほ
ど
大
ぎ
く
は
な
い
が
、
正
面

の

楯
間

に

「
大
弁
財
天
」

の
額
が
懸

っ
て
い
る
。
堂

の
裏
側

に
空
地
が
あ
り
、
説
明
に
あ
る
と
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
鎌
倉

の
北
方

一
帯
を
ひ
ろ
く
眺
望
す
る
こ

と

が

で

き

る
。
た
し
か
に
風
光
絶
佳

の
地
で
あ
る
。

高
野
蘭
亭

は
、
小
伝

に
ょ
る
と
鎌
倉

の
山
水
の
奇
麗
な

の
を
喜
び
、
円
覚
寺

の
傍
ら

の
丘
陵
に
茅
堂
を
結
び
、
松
濤
館
と
名
づ
け
て
、
遊
息

の
所
と
し
、
「
吾
逝

か

ば

其
れ
即
ち
此

に
安
ん
ぜ
ん
か
」
と
言

っ
て
、

こ
こ
に
寿
硯
を
立
て
た
と
い
う
。
今
、
こ
の
松
濤
館

の
お
も
か
げ

は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在

の
寿
碍
の
あ
る
と

こ
ろ
は
、
お
そ
ら
く
そ

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
く
、
こ
の
眺
望

の
美
し
い
地
に
、
か

っ
て
は
そ
の
松
濤
館
が
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
あ
た
り
は
文
字

ど
お
り
松
林

の
生

い
し
げ

っ
た
丘
陵
で
、
松
風

の
音
は
今
も
な
お
聞
く

こ
と
が

で
ぎ
る
ま
こ
と
に
景
勝

の
地
で
あ
る
。
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高
野
蘭
亭
寿
蔵
隅

高
野
蘭
亭

の
墓
爾
は
、
円
石

の
台
座
の
上
に
立
て
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
墓
編
の
形
式

に
よ
る
も
の
で
、
後

に
掲
げ
た
墓
誌

に
馬
髭
封

の
形
を
な
す
、
と
あ
る
よ
う
に
円

石

の
上
部
を
平
ら
か
に
し
て
碑
硯

の
身
を
の
せ
た
形
式

で
、
碍
の
本
身
は

一
一
四

・
四
糎
、
正
面
の
横
巾

は
六
七

・
三
糎
、
側
面
は
三
三

・
二
糎
あ
り
、
正
面
に
大
き
く

楷
書

に
て

「
蘭
亭
居
士
之
墓
」
と
あ
る
。
墓
碍
と
し
て
は
大
き

い
も

の
に
属
す
る
。
租
篠
派

の
今
ま

で
見
て
ぎ
た
他

の
儒
者

の
墓
碑

に
比
べ
て
ず

っ
と
大
き
く
作
ら
れ
て

い
る
。
寿
蔵
と
よ
ば
れ

て
い
る
と
お
り
、
在
世
中

に
立
て
ら
れ
た
も

の
で
、
自
ら
の
思
う
ま
ま
に
造
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
碍
の
文
は
下
記

の
と
お
り
で
あ
る
。
文

は
向

っ
て
左
側
九
行
、
行
二
十
九
字
、
陰
面
は
十
九
字
、
行
二
十
九
字
、
右
側
は
五
行
、
行

二
十
九
字
あ
る
。
款
記
に
、
「
宝
暦
甲
戌
冬
十

二
月
門
人
亀
山
松
崎
惟
時
撰
」



と
あ
り
、
宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)
十

二
月

に
建
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文

の
後

に
付
刻
し
て
、
「
先
生
以
宝
暦
七
年
丁
丑
七
月
六
日
卒
、
年

五
十
四
、

惟

時

又
記
」
と
あ
り
、
蘭
亭

は
寿
隅
を
立
て
て
の
ち
三
年
に
し
て
卒
し
た
。
年
五
十
四
歳
で
あ

っ
た
。
惟
時
と
あ

る
の
は
松
崎
観
海

の
こ
と
で
、
高
野
蘭
亭

の
門

下

の

人

物

で
、
さ
き

に
、
租
棟

派
の
儒
者

の
越
智
雲
夢

の
墓
碑
を
調
査
し
た
と
き
、
東
京
都
南
麻
布

の
天
真
寺

に
お
い
て
、
越
智
雲
夢
と
隣
あ
わ
せ
て
、
松
崎
観
海
お
よ
び
そ

の
父

松
崎
白
圭

(
観
瀾
)

の
墓
碑
が
あ

っ
た
。
観
海

は
高
野
蘭
亭

の
門
人
で
あ
り
、
従

っ
て
こ
の
文
を
撰
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
(
小
著

、
本
多
猜
蘭
侯

と

越

智

雲

夢

参

照
)
。
名
は
惟
時

と
い
い
、
字
は
君
修
、
号
は
観
海
、
江
戸
の
人
、
安
永

四
年
、
五
十

一
歳

に
て
卒
し
た
。
亀
山
は
藩

の
名
。
こ
の
寿
蔵
碍

の
文
は
観
海
集
に
収

め

ら
れ

て

い
る
。

こ
の
文

を
書
丹

し
た
人
は
、
明
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
松
崎
観
海
が
同
時
に
撰
な
ら
び
に
書
と
あ
れ
ば
観
海

の
書
と
わ
か
る
が
、
そ
う

で

は
な
い
ら
し
い
Q
蘭
亭

の
自
筆

か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
「
先
哲
叢
談
」
の
中

に
、
蘭
亭

の
詩

の
、
人
と
往
復
す
る
も

の
は
、

い
つ
も
伊
藤
華
岡

(
伊
勢

の
人
)

に

た

の

ん

で
書
か
せ
て
い
た
。
そ
れ
で
当
時
の
人
が
華
岡
の
こ
と
を
蘭
亭
の
書
佐

(代
書
人
)
と
よ
ん
で
い
た
、
と

い
う

こ
と
を
記

し
て
い
る
。
蘭
亭
は
早
く

に
失
明
し
て
い
る

の
で
、
他
人

に
頼

ん
で
書

か
せ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
あ

ろ
う

か
ら
、

こ
れ
も
誰
か
他
の
入
、
あ
る
い
は
華
岡
が
書

い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
高
野
蘭
亭

の
門
下
に
あ

っ
て
詩
を
学

ん
だ
本
多
壷
山
公

の
墓
碑
も
伊
藤
華
岡
が
書

い
て
い
る
の
で
、
そ
の
書
と
比
べ
て
み
た
が
、
両
碑
は
別
筆

の
よ
う
で
あ
る
。

次

に
、
高
野
蘭
亭

の
墓
碍

の
本
文

に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。
な

お
今
回
の
拓
本
は
藤
井
直
正
教
授
と
助
手
学
生

の
手
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を

付
記
す
る
。

束
里
先
生
壽
蔵
記

1
、
束
里
先
生
升
於
圓
豊
寺
後
山
日
、
樂
哉
斯
丘
也
、
死
則
我
欲
葬
焉
。
既
寝
疾
終
歳
起

2
、

、

76543
、 、 、 、 、

日
昇
哉
、
夫
造
物
者
又
将
螢
我
以
生
乎
。
難
然
吾
生
多
病
、
今
年
五
十

一

髪
如
此
種

種
。
其
與
幾
何
。
乃
螢
壽
蔵
干
其
地
、
謂
惟
時
、
後
生
知
我
者
莫
子
如
也
。
子
何
不
為
我

彙
次
家
世
郷
里
於
石
與
。
其
待
其
就
木
、
強
為
談
墓
之
辞
、
使
人
疑
、
夫
不
以
情
為
文

者
也
。
按
譜
先
生
本
姓
高
石
、
其
先
下
毛
人
、
六
世
祖
、
信
忠
、
足
利
氏
之
世
、
封
喜
連
川
。

後
失
其

域
邑
、
徒
干
南
総
、
遂
籍
焉
。
至
王
父
勝
昌
、
遷
東
都
乃
改
姓
高
野
、
壌
居
治
産
。

考
勝
春
以
善
俳
譜
聯
歌
有
名
、
號
百
里
居
士
。
先
生
生
聡
敏
、
四
歳
能
書
、
六
歳
從
佐

本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
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8
、
玄
龍
兄
弟
学
書
。
既
就
外
傅
好
為
歌
詩
。
有
奇
句
。
成
童
見
物
夫
子
。
夫
子
奇
之
、
目
以

9
、
才
抵
連
城
。
十
七
喪
明
。
夫
子
謂
之
日
、
学
者
亦
多
術
　
。
博
聞
多
識
、
目
力
與
為
多
焉
。
L
(
以
上
左
側
)

10
、
非
子
所
宜
也
。
先
王
四
教
、
詩
居
其

一
、
今
之
詩
、
蘇
古
之
詩
也
。
行
衙
道
者
、
不
至
用
志

11
、
不
分
、
乃
疑
於
神
。
大
雅
久
不
作
、
其
将
在
子
乎
。
先
生

一
意
奉
其
教
尽
絶
人
事
、
専
為

12
、
詩
。
業
益
進
、
産
益
落
。
尽
講
其
田
宅
、
働
屋
以
居
。
物
夫
子
之
門
、
以
詩
名
者
、
数
十
人
、
推

13
、
南
郭
先
生
主
盟
。
而
先
生
最
為
晩
出
。
常
兄
事
之
。
亡
何
声
称
籍
籍
。

一
日
名
與
之
斉
。

14
、
當
世
言
詩
者
、
莫
不
椅

二
家
門
矯
。
而
先
生
尤
好
誘
進
後
輩
、
從
遊
如
雲
。
王
侯
好
詩

15
、
者
、
出
其
門
、
什
七
八
、
四
方
学
士
、
未
嘗
通
刺
、
而
聞
風
私
淑
者
、
偏
干
海
内
。
先
生
篇
什

16
、
甚
富
、
而
尤
長
於
五
七
言
近
体
。
歴
代
諸
家
、
莫
不
渣
貫
、
而
大
旨
刻
意
槍
漠
。
當
其
得

17
、
意
、
識
者
不
能
辮
也
。
門
人
多
請
梓
其
集
者
、
先
生
笑

日
、
人
亦
敦
不
欲
榮
名
、
顧
吾
見

18
、
其
難
為
也
。
未
嘗
躊
躇
満
志
。
與
其
遺
臭
千
載
也
、
寧
待
他
日
。
終
弗
許
。
先
生
家
素
富

19
、
厚
。
幼
時
雍
容
、
與
所
交
賢
豪
聞
長
者
遊
。
進
醸
飲
食
、
被
服
甚
美
、
後
雛
麗
去
乎
、
好
蓄

20
、
古
舞
鼎
、
塁
洗
、
書
画
、
諸
雅
翫
、
治
斎
室
園
庭
、
頗
修
。
猶
尚
以
少
時
所
習
也
。
然
不
近
声

21
、
妓
、
善
飲
酒
不
及
乱
。
居
塵
瀟
然
、
持
論
尚
正
、
絶
無
浮
華
之
風
。
杭
慨
趨
人
之
急
、
朋
友

22
、
有
緩
急
疾
病
死
喪
、
必
端
力
営
緋
。
不
之
置
為
解
。
至
為
侶
諸
友
出
金
以
賜
之
。
退
不

23
、
言
功
、
猫
介
疾
悪
、
不
蔵
怒
、
不
宿
怨
。
褒
既
不
誰
。
軽
薄
少
年
、
時
有
生
平
慕
之
後
棄
之
、

24
、
因
忌
其
名
高
、
而
引
縄
排
根
之
者
。
先
生
性
好
山
水
、
又
体
便
登
渉
、
常
厭
東
都
之
器
、

25
、
数
遊
鎌
倉
之
櫨
、
窮
討
幽
僻
、
與
建
長
円
覚
諸
寺
上
人
、
締
方
外
之
交
。
諸
上
人
、
遂
謀

26
、
為
築
草
堂
於
円
覚
寺
側
、
名

日
松
濤
館
。
有

五
勝
之
奇
。
作
詩
記
之
。
歳
時
携
其
徒
游

27
、
息
焉
。
遂
自
卜
宅
兆
、
云
惟
時
総
角
時
、
從
先
生
問
詩
、
至
今

二
十
年
、
視
如
骨
肉
。
常
称
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、 、 、 、 、 、

為
知
己
者
。
惟
時
日
、
大
東
之
詩
、
自
門
開
以
来
、
未
有
若
今

日
之
盛
也
。
若
先
生
所

」
(
以
上
碑
陰
)

為
宏
麗
雄
賑
、
可
以
與
開
天
嘉
隆
、
宗
工
鍾
匠
、
参
立
而
不
作
　
。
山豆
不
盛
哉
。
文
人
無

行
、
自
古
患
之
。
至
先
生
、
忠
信
自
将
、
名
蓋
天
下
、
而
無
驕
気
、
今
措
紳
大
夫
、
猶
或
難
之
。

詩
之
為
道
、
護
乎
情
、
止
手
礼
義
。
雲
假
他
之
為
。
物
夫
子
之
教
大
哉
。
先
生
名
惟
馨
。
字

子
式
。
束
里
其
号
。
又
称
蘭
亭
。
宝

歴
甲
戌
冬
十

二
月
、
門
人
亀
山
松
崎
惟
時
撰
。
先
生

以
宝
暦
ヒ
年
丁
丑
七
月

六
日
卒
。
年

五
十
四
。
惟
時
又
記
。

(
以
上
右
側
)

こ

ご
こ

い

束

里
先

生
、

円
覚

寺

の
後

山

に
升

っ
て

曰
く

、
楽

し

い
哉
、
斯

の
丘
や
。

死
す

れ
ば
則

ち
我

、
焉

に

葬
ら
れ

ん
と
欲

す
と
。

既

に
疾

に
寝

ね

て
、
終
歳

、
起

ち
て
曰

く
、

昇
(異

)
な
る
哉

、
夫

れ
造
物

は
、
又
、
将

に
我

を
労

す

る
に
生

を
以

っ
て
せ

ん
と

す

る
か
。
然

り

と
錐
も

、
吾
が

生
、
多

病
、
今

年

五
十

一
、
髪

、
此

の
如
く

種

々
な

へ

し

な

り
、
其
鶴
韓

る
こ
と
幾
剛
ぞ
と
。
乃
ち
寿
蔵
を
其

の
地
に
営
み
、惟
時
(門
人
松
崎
観
海
)
に
講
う
。
後
生
、
我
を
知
る
者
、
子
に
如
く

は
莫
し
。
子
、
何
ぞ
我
が
為
め

に
家
世
郷
里
を
石
に
概
次
せ
ざ
る
や
。
其

れ
其

の
木
に
就
く
を
待
ち
て
、
強

い
て
談
墓
の
辞
を
為
し
、
人
を
し
て
疑
わ
し
む
る
は
、
夫
れ
情
を
以

っ
て
文
を
為
る
者

な
り
と
。
譜
を
按
ず

る
に
、
先
生

・
本
姓
高
石
、
其
の
先
、
下
毛

の
人
な
り
。

六
世

の
祖
信
忠
、
足
利
氏

の
世
、
喜
連
川

に
封
ぜ
ら
る
。
後
、
其

の
城
邑
を
失
し
、

南
総

に
儂
り
・
遂
に
罵

に
籍
す
・
王
父
(祖

父
)
勝
昌
に
至
り
、東
都

に
遷
り
、
乃
ち
姓
を
高
野
と
改
む
。
廃
居

(
貨
物
を
貯
え
て
お
い
て
物
債

の
騰
貴
を
ま

つ
こ
と
)
、
産

を
治
む
。
考
(
父
)
勝
春
、
俳
譜
聯
歌
を
善
く
す
る
を
以

っ
て
名
あ
り
、
百
里
居
士
と
号
す
。
先
生
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
聡
敏
、
四
歳
に
し
て
書
を
能
く
す
。
六
歳
、

つ
く

ま
み

佐
玄
龍

(
佐

々
木
氏
)
兄
弟

に
従

っ
て
書

を
学
ぶ
。
既

に
し
て
外
傅

に
就
き
て
、
好

ん
で
歌
詩
を
為

る
。
奇
句
あ
り
。
成
童
、
物
夫
子

(荻
生
租
練
)

に
見
ゆ
。
夫

あ
た

う
し
な

子
、

之
を
奇
と

し
、

目
す

る

に
、
才

、
連

城

に
抵

る
を

以

っ
て
す

。
十

七
、
明

を
喪

う
。
夫

子
、
之

に
謂

い
て

曰
く

、
学

ぶ
者
、
亦

、
術

多
し
。
博

聞
多

識

、
目
力

、

ラ

な

お

卿

に
多

と
為
す

・
子

の
宜
し
き
所

に
非
ざ

る
な
り
。
先

王

の
四
教

(
詩
書

礼
楽

)
、

詩
、

こ

の

一
に
居

る
。
今

の
詩

、
蘇

、

古

の
詩

の
ご
と
ぎ

な

り
。

衙

道

を
行

く

ま
ど

お
こ

者
、
志

を
用

い
て
分

た
ざ

る

に
至

ら
ず

ん
ば
、
乃

ち
神

に
疑

う
。
大
雅

、
久

し
く
作

ら
ず

(
李
白

の
詩

に

こ
の
句

あ
り
)
、
其
れ
将

に
、
子

に
在

ら

ん
が

、

と
。

先

生
・

憲

・
其

の
教
姜

奉
じ
・
尽
く
人
事
を
絶
ち
・
専
ら
詩
無

る
・
業
・
芽

進
み
・
産
・
穿

落

つ
・
尽
く
其

の
田
宅
を
螺
ぎ
、
屋
熱

り
て

以

っ
て

居

る
。
物
夫

子

の
門
、
詩

を
以

っ
て
名

あ
る

者
、
数
十
人

あ

り
。
南

郭
先

生

(
眼
部
南

郭
)

を
推

し
て

、
盟

に
主

た
ら

し
む
。
而

し
て
先
生

、
尤

も
晩
出

と
為

す
。
常

本
多
猜
蘭
一侯
と
高
野
蘭
菖
」
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本
多
狩
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭

い
く
ば
く
も
な
く

ひ
と

に
之

に
兄

事
す

。
亡

何
、
声
称
薙

々
た
り
。

一
日
、

名

、
之
と
斉

し
。

当
世

、
詩
を
言

う
者

、

二
家

の
門
將

に
椅

ら
ざ

る
な

し
。
而

し
て
、
先
生

、
尤
も
後

輩
を

誘

進
す
。

從
遊
す

る
者

、
雲

の
如

し
。
王
侯

の
詩
を
好

む
者

、

こ

の
門

に
出
ず

る
、
什

の
七
八
。

四
方

の
学
士

、
未

だ
嘗

て
刺

を
通
ぜ

す

し
て
、
而

し
て
風

を
開

き

あ
ま
ね

て
私
淑
す

る
者
、
海
内
に
偏
し
。
先
生
、
篇
什

、
甚
だ
富
め
り
。
而
し
て
尤
も
五
七
言
近
体

に
長
ず
。

歴
代

の
諸
家
、

掩
貫
せ
ざ
る
な
し
。

而
し
て
大
旨
、

澹
漠

(
明
の
李
墓
龍
)

に
刻
意
す
。
其

の
意
を
得
る
に
当

っ
て
や
、
識
者
、
弁
ず
る
能
わ
ざ

る
な
り
。
門
人
、
そ
の
集
を
梓
せ
ん
こ
と
を
請
う
者
多
し
。
先
生
、
笑

っ
て

た
れ

お
も

の
こ

曰
く
、
人
、
亦
、
敦
か
栄
名
を
欲
せ
ざ
ら
ん
。
顧
う
に
、

我
れ
其

の
為
し
難
き
を
見
る
の
み
。

未
だ
嘗
て
躊
躇
し
て
志
を
満
さ
ず
。

其

の
臭
を

千
載
に
遺
す
よ
り

む
し

も
と

は
、
寧

ろ
他
日
を
待
た
ん
、
と
。
終

に
許
さ
ず
。
先
生
、
富
、
素
よ
り
富
厚
な
り
。
幼
時
よ
り
雍
容
た
り
。
交
わ
る
と
こ
ろ
賢
豪
聞
長
な
る
者
と
遊
ぶ
。
進
醸
し
て

飲
食
、
被
服
甚
だ
美
な
り
。
後
、
麗
去
す
と
難
も
、
好

ん
で
古
郵
鼎
番
洗
、
書
画
、
諸
雅
翫
を
蓄
え
、
斎
室
園
庭
を
治
む
る
に
頗
る
修
す
。
猶
尚
、
少
時
、
習
う
所

を
以

っ
て
な
り
。
然
れ
ど
も
声
妓
を
近
づ
け
ず

、
善
く
酒
を
飲
む
も
乱
に
及
ぼ
ず
、
居
処
、
薫
然
と
し
て
、
持
論
、
尚
正
し
。
絶
え
て
浮
華

の
風
な
し
。
杭
慨
、
人

と
ほ
し

の
急
に
趨
ぎ
、
朋
友
の
緩
急
疾
病
死
喪
す
る
有

ら
ぽ
、
必
ず
力
を
端
し
て
営
辮
し
、
鷹
ぎ
を
以

っ
て
解
と
為
さ
ず
。
諸
友

に
侶
し
て
金
を
出
さ
し
め
て
以

っ
て
之
を

め
ぐ

に
く

か
く

へ

賜

む
を
為

す

に
至

る
。
退

い
て
功

を
言
わ
ず

、
猫
介

に
し

て
、
悪

を
疾

む
。
怒

を
蔵

さ
ず

、
怨
を
宿

さ

ず

、
褒

疑
、
諦

ま
ず

、
軽
薄

の
少
年

の
、
時

に
、
生

平
之

を

慕

う

て
後

、
之

を
棄

る
も

の
あ
り
、
そ

の
名

の
高

き
を

忌
む

に
因

っ
て
、
引
縄
排

根

(
お

し

の
け

て
排

斥
す

る
)

も

の
あ

り
。
先
生

、
性
、
山
水

を
好

み
、
又

、体

、

登
渉

に
便
な
り
。
常

に
東
都

の
器
を
厭

い
、
魏
し
ば
鎌
倉

の
讐

遊
ぶ
。
幽
僻
を
窮
討
し
、
建
長
・
円
覚
諸
寺

の
上
人
と
と
も

に
・
方
外

の
交
わ
り
を
鮮

・
諸
上

人
、
遂

に
謀
り
て
為

め
に
草
堂
を
円
覚
寺

の
側

に
築
き
、
名
づ
け
て
松
濤
館
と
日
う
。
五
勝

の
奇
あ
り
。
詩
を
作

り
て
之
を
記
す
。
歳
時
、
其

の
徒
を
携
え

て
濠
に

遊
息
す
。
遂

に
自
ら
宅
兆

(墓
所
)
を
ト
し
て
云
う
。
今

に
至

っ
て
二
十
年
、
視

る
こ
と
骨
肉

の
如
し
。
常

に
称

し
て
知
己
者
と
為
す
。
惟
時
曰
く
、
大
東
(
日
本
)

つ
く

の
詩
、
門
閣
よ
り
以
来
、
今
日
の
盛

ん
な
る
が
ご
と
き
有
ら
ず
先
生

の
為
る
所

の
ご
と
き

は
、
宏
麗
雄
購
、
以

っ
て
開
天

(開
元
天
宝
盛
唐
時
代
)
嘉
隆

(嘉
靖
、

は

隆
慶

の
明

の
七
子
の
時
代
)

の
宗
工
鍾
匠
と
と
も
に
参
立
し
て
作
じ
ざ
る
べ
し
。
豊

に
盛
ん
な
ら
ず
や
。
文
人
、
行
い
無
き
こ
と
、
古

よ
り
之
を
患
う
。
先
生

に
至

お
こ

っ
て
は
、
忠

信
、
自

ら
将

な

い
、
名

、
天
下

を
蓋

っ
て

、
而
も

驕
気

な
し
。
今

、
繕
紳

大
夫

、
猶
或

い

は
之

を
難

ん
ず

。
詩

の
道

た
る
や
、
情

に
発

し

て
礼

義

に
止

な
ん

あ
ざ
な

ま
る
、
　
ぞ
他

に
仮
る
こ
と
を
為
さ
ん
や
。
物
夫
子
の
教
え
、
大
な
る
哉
。
先
生
、
名

は
惟
馨
、
字

は
子
式
、
束
里
、
そ

の
号
な
り
。
又
、
蘭
亭
と
称
す
。
宝
暦
甲

戌
冬
十

二
月
、
門
人
亀
山
松
崎
惟
時
撰
す
。
先
生
、
宝
暦
七
年
丁
丑
七
月
六
日
を
以

っ
て
卒
す
。
年

五
十
四
。
惟
時
、
又
記
す
。

こ
の
墓
編

に
よ

っ
て
、
高
野
蘭
亭
の
あ
ら
ま
し
の
伝
記
が
わ
か
る
。
そ

の
家
系

に
つ
い
て
は
、
六
世

の
祖
信
忠
が
足
利
氏
に
仕
え
て
喜
連
川
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
祖
父
の
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勝
昌

の
と
き
、
江
戸

に
移

っ
て
、
高
野
と
姓
を
改

め
た
。
こ
の
時
代
に
富
豪
と
な

っ
て
い
る
。
父
の
勝
春
は
俳
諸
遊
歌
を
よ
く
し
、
百
里
居
士
と
号
し
た
。
勝
春
ぱ
あ
ざ

な
文
館
、
号
雷
堂
、
松
尾
芭
蕉

の
門
下

で
、

の
ち
嵐
雪
に
つ
い
た
。
享
保
十

二
年

五
月
十

二
日
没
、
年
六
十
二
。
高
野
蘭
亭

は
、
名
は
惟
馨
と
い
い
、
字

は
子
式
と

い
い
、

束
里
と
号
し
、
ま
た
蘭
亭
と
号
し
た
。
生
れ
た
の
は
宝
永
元
年

(
一
七
〇
四
)

で
、
没
し
た
の
は
宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)

五
十
四
歳
で
あ
り
、
寿
蔵
を
建
て
た
の
は
宝

暦

四
年

(
一
七
五
四
)

五
十

一
歳
で
あ

る
。
蘭
亭
は
幼
年

の
こ
ろ
か
ら
聡
明
で
、
六
歳

の
と
き
、
佐

々
木
玄
龍
兄
弟

に
書
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
兄
弟
と
は
佐

々
木
玄
龍

(
池
庵
、
享
保
八
年
、
七
十
四
歳
没
)
と
そ

の
弟

の
文
山

(臥
龍
、
享
保

二
十
年
没
)

の
こ
と
を
い
う

で
あ

ろ
う
。

こ
の
二
人

は
江
戸
初
期

の
唐
様
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
み

朝
鮮
国

の
使
節

の
来

日
に
際

し
て
の
広
酬

に

当

っ
た
こ
と
で
名
高

い
。

次

に
、

成
童
で
物
夫
子
に
見
え
た
と
い
う
。
成
童
ば
十
五
歳

で
、
享
保
三
年

に
あ
た
る
。
こ
の

こ
ろ
荻
生
狙
篠

の
門
に
入
る
が
、
蘭
亭

は
や
が
て
十
七
歳
、
享
保

五
年

に
は
失
明
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
但
裸
か
ら
、
目
が
わ
る
け
れ
ば
広

い
学
問
を
す

る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、
詩
を
専

一
に
や
る
こ
と
に
決
心
す
る
こ
と
を
云

っ
て
聞
か
さ
れ

る
。

こ
れ
よ
り
専

ら
詩
に
は
げ
む
よ
う
に
な
る
。
狙
棟
が
愛
弟
子
に
懇

々
と
言

っ
て
き

か
せ

た
温

い
こ
と
ば
が
、

こ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
租
裸
門
で
詩
名

の
あ
る
も

の
が
数
十
人
あ

っ
た
が
、
そ
の
中
で
服
部
南
郭
を
盟
主
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
。
蘭
亭
は

南
郭

の
後
輩

で
、
や
や
後
れ
て
世

に
出
で
、
南
郭
を
兄
弟
子
と
し
て
こ
れ
に
従

っ
た
が
、
い
く
ば
く
も
た
た
ぬ
う
ち
に
、
蘭
亭
の
名

は
高
く
揚

っ
て
、

つ
い
に
南
郭
と
相

並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
当
時
、
詩

の
こ
と
を
口
に
す
る
も

の
は
、
南
郭
と
蘭
亭

の
二
家
を
奉
ぜ
ぬ
も

の
は
な
か

っ
た
。
蘭
亭
は
と
く

に
後
輩

の
指
導
を
よ
く
や

っ
た

の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
学
ぶ
も

の
が
き
わ
め
て
多
く
、
大
名

の
中
で
漢
詩
を
好
む
も

の
の
大
半

は
蘭
亭

の
詩
風
を
慕

っ
た
と
い
う
。
蘭
亭
は
と
く

に
五
七
六
の
近
体

の
律
絶
を
よ

く
し
、
よ
く
古
人

の
作
を
学
ん
で
取
り
入
れ
た
が
、
と
り
わ
け
明

の
古
文
辞
派

の
七
子

の
中
の
李
肇
龍

(
沿
漠
)

に
も

っ
ぱ
ら
意
を
注

い
で
、
そ

の
作

の
よ
い
も
の
は
李

の
作
と
見
分
け
が

つ
か
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
租
陳
派

の
提
偶

し
た
明
の
古
文
辞
派

の
傾
向

に
合
す

る
も

の
で
あ
る
。
門
人
が
、
蘭
亭

の
詩
集
を
刊
行
す
る

こ
と
を
す
す
め
た
が
、
臭
を
十
載

に
遺
す
も

の
だ
と
し
て
、
刊
行

を
許
さ
な
か

っ
た
と

い
う
。

ま
た
、
本
来
、
裕
福
な
家

に
生
ま
れ
た
の
で
、
生
活

の
好
尚
も
ゆ
た
か
で
あ
り
、
古
銅
器
と
か
書
画
と
か
書
斎
、
庭
園
な
ど
み
な
幼

い
こ
ろ
か
ら
の
よ
い
好
尚
を
発
揮

し
た
と

い
う
。

こ
の
ほ
か
文
雅

で
清
濠

な
性
格

の
こ
と
な
ど
も
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
人
物

を
彷
彿
す
る
こ
と
が
で
ぎ

る
。
鎌
倉

の
円
覚
寺

に
松
濤
館
を
築
い

た
こ
と
は
そ

の
侠
事
と
し
て
も

っ
と
も
著
名

で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
な
ど
も

こ
の
文

で
そ

の
前
後

の
経
緯
が
よ
く
わ
か
る
。
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束
里
先
生
墓
誌
銘

蘭
亭

に
は
、
も
う

一
つ
東
里
先
生
墓
誌
銘
が
あ
り
、
寿
蔵
碍
を
さ
ら
に
詳
し
く
補
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
新
編
相
模
国
風

土
記
稿
巻
之
十
、
芸
文
部
之
七
か
ら
引
用
す
る
こ
と
と
す

る
。

束
里
先
生
墓
誌
銘

山
惟
熊

宝
暦
七
年
七
月

六
日
、
束
里
先
生
高
野
君
卒
。
其
配
市
橋
氏
、
謂
惟
熊

日
、
為
先
人
誌
石
焉
。
熊
也
辞
以
不
敏
、
日
、
先
人
嘗
属
後
事
子
未
亡
人
云
々
。
謂
誌
墓
、
当

令
惟
熊
為
之
辞
。
子
今
若
不
為
、
則
他
日
見
先
人
乎
地
下
、
妾
其
謂
之
何
。
請
勿
辞
。
於
是
乎
誌
焉
。
先
生
姓
高
野
、
諦
惟
馨
、
字
子
式
、
号
束
里
、

一
号
蘭
亭
、

本
姓
高
石
。
其
先
封
喜
連
川
、
世
為
貴
族
、
及
足
利
氏
之
衰
也
、
失
其
封
爵
、
下
為
農
。
居
総
之
姉
崎
、
数
世
徒
居
東
都
。
乃
改
姓
高
野
。
治
産
積
居
与
時
逐
、
遂

為
大
質
、
家
累
巨
万
。
考
誰
勝
春
、
号
百
里
、
天
資
豪
湛
、
不
事
家
人
産
、
晩
年
財
漸
琿
焉
。
年
幾
五
十
、
無
子
、
妾
某
氏
生
先
生
。
百
里
翁
悦
甚
。先
生
生
聡
敏
、

年
僅
四
歳
、
善
書
。
翁
奇
之
、
愛
已
甚
。
不
教
以
市
井
郷
里
之
事
。
六
歳
学
書
干
佐
玄
龍
兄
弟
。

十
歳
読
書
。

成
童
受
業
狙
棟
物
先
生
。

先
生
初
見
奇
之
。

目
以

趙
壁
抵
連
城
、
十
七
喪
明
。
終
廃
百
事
、
唯
詩
是
耽
。
蓋
物
夫
子
教
之
使
然
也
。
比
及
弱
冠
名
漸
著
。
二
十
有
五
、
喪
考
服
関
、
後
復
不
治
産
。
愈
益
耽
歌
詩
。
是

以
産
大
盈
。
家
憧
漸
々
引
去
。
尽
講
郵
盧
以
僑
居
。
家
無
憺
石
之
儲
婁
如
。
自
物
夫
子
侶
古
文
辞
、
斌
々
作
者
、
不
可
枚
挙
。
而
檀
詩
名
於
海
内
者
、
特
先
生
与
南

郭
服
先
生

二
人
焉
耳
。
初
物
夫
子
没
後
、

先
生
以
年
少
兄
事
南
郭
先
生
。

及
業
成
也
、

海
内
王
侯
大
人
、

及
聞
巷
窮
郷
之
士
、
言
詩
者
鮮
不
受
業
於

二
先
生
之
門

者
。
而
王
侯
学
詩
者
、
什
之
六
七
出
於
先
生
之
門
。
先
生
於
詩
額
門
、
其
精
可
知
。
而
其
諸
作
無
不
得
体
。
最
長
近
体
。
初
沿
唐
人
体
。
後
刻
意
干
鱗
。
而
能
得
其

体
。
先
生
為
詩
開
口
為
句
、
下
筆
成
篇
。
金
声

玉
振
、
発
彩
流
潤
。
毎
出

一
篇
、
人
無
不
称
美
。
其
教
人
也
、
諒

々
善
誘
、
使
其
疇
煎
翰
墨
、
遊
息
藝
苑
、
而
後
換

然
氷
釈
、
恰
然
理
順
。
是
以
人
々
楽
遵
其
教
、
弟
子
益
進
、
幾
遍
海
内
。
聞
風
私
淑
者
、
不
可
勝
数
也
。
先
生
素
好
遊
山
川
、
多
病
不
能
遂
其
志
。
嘗
遊
相
之
鎌
倉
、

日
、
是

一
培
填
、
未
足
美
観
、
然
覇
王
之
嘘
、
足
以
感
慨
突
。
且
距
東
都
、
百
里
而
遠
、
是
我
輌
川
也
。
数
往
還
。
於
是
、
建
長
円
覚
諸
寺
纏
徒
、相
遂
請
詩
者
多
。

先
生
亦
不
拒
之
。
遂
相
往
来
。
締
方
外
之
交
甚
厚
。
諸
上
人
相
謀
、
営
草
堂
於
瑞
鹿
山
側
、
甚
有
幽
致
。
名
以
五
勝
。
日
松
濤
館
、
日
醇
蕩
門
、
日
蕉
鹿
園
。
日
漱

玉
橋
、
日
灌
花
井
、
賦
詩
以
紀
焉
。
歳

↓
再
往
還
以
楽
。
故
己
巳
以
後
諸
作
、
鎌
倉
詩
居
其
半
。
先
生
蔽
弱
善
病
、
幾
死
復
蘇
者
数
　
。
宝
暦
甲
戌
之
夏
、
先
生
寝
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疾
病
、
召
門
弟
子
日
、
我
命
在
旦
夕
。
死
当
葬
鎌
倉
円
覚
寺
之
後
山
。
我
嘗
登
彼
丘
、
而
楽
焉
。
二
三
子
無
違
、
則
死
日
猶
生
日
。
数
旬
病
愈
、
復

召
二
三
子
日
、

日
者
我
将
即
竃
多
。
豊
図
復
得
与

二
一二
子
相
見
乎
。
既
而
有
今
日
、
抑
天
之
寵
霊
與
。
亦
将
天
欲
労
使
吾
与
。
難
然
五
十
之
年
、
今
已
過
。
人
生
幾
何
。
我
将
築
寿

蔵
乎
彼
丘
以
待
絵
年
。
遂
遣
人
築
墳
。
其
崇
八
尺
、
樹
以

一
株
松
。
封
如
馬
巌
。
使
門
人
松
崎
惟
時
、
記
其
事
干
石
。
魏
然
在
焉
。
今
歳
六
月
、
先
生
復
寝
疾
。
越

七
月

六
日
、
病
革
。
市
橋
氏
遣
人
召
松
崎
惟
時
、
横
谷
友
信
、
竹
川
政
辰
、
及
惟
熊
、
各
舞
趨
而
至
。
則
卒
。
各
為
位
実
。
先
生
無
子
、
故
四
子
相
謀
、
竣
喪
事
。

友
信
、
政
辰
、
奉
襯
赴
鎌
倉
、
葬
円
覚
寺
寿
蔵
地
。
先
生
容
貌
端
正
、
挙
動
不
筍
、
為
人
剛
毅
、
不
耽
声
色
貨
利
、
趨
人
之
急
、
甚
於
己
私
。
才
辮
敏
捷
、
議
論
寛

日
、
終
無
所
屈
。
好
飲
、
然
未
苗
臼
失
其
儀
。
是
以

一
時
王
侯
貴
人
尊
重
之
、
執
弟
子
礼
以
待
之
。
久
而
愈
敬
之
。
先
生
自
幼
所
著
詩
、
万
有
絵
篇
。
亡
慮
若
干
巻
。

及
疾
病
悉
傅
之
火
。
使
無
子
遺
。
於
是

二
三
子
相
謀
、
輯
各
嘗
所
私
録
者
、
僅
不
満
千
首
、
将
伝
干
世
。
先
生
生
於
宝
永
元
年
甲
申
、
得
年
五
十
有
四
、
先
後
婆
妻

六
人
、

一
無
所
生
、
絶
嗣
。
銘
日
。

先
生
之
言
之
文
、
人
無
以
悪
無
以
教
。
天
未
喪
斯
文
、
永
世
以
終
轡
。

宝
暦
七
年
七
月
六
日
、
束
里
先
生
高
野
君
卒
す
。
そ
の
配

(妻
)
市
橋
氏
、
惟
熊

(藤
山
秋
水
)

に
謂
い
て
曰
く
、
先
人

の
為

め
に
石
に
誌
せ
と
。
熊
、
辞
す
る

つ
く

に
不
敏
を
以

っ
て
す
。
(夫
人
)
曰
く
、
先
人
、
嘗

て
後
事
を
未
亡
人

に
属
し
て
云
々
、
謂
え
ら
く
、

墓

に
誌
す
こ
と
、

当
に
惟
熊
を
し
て
之
が
辞

を
為
ら
し
む
べ

も

つ
く

い
か

し
。
子
今
若

し
為
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
他
日
先
人
地
下
に
お
い
て
見
え
ん
と
ぎ
、
妾
、
其
れ
何
に
か
謂
う
べ
ぎ
。
請
う
辞
す

る
な
か
れ
と
。

こ
こ
に
お
い
て
か
誌
す
。

あ
ざ
な

先
生
、
姓
高
野
、
誰
は
惟
馨
、
字

は
子
式
、
束
里
と
号
す
。

一
に
蘭
亭
と
号
す
。
本
姓
は
高
石
。
其

の
先
は
喜
連
川

に
封
ぜ
ら
る
。
世

々
貴
族
た
り
。
足
利
氏
の
衰

う

つ

う
る
に
及
び
て
や
、
そ

の
封
爵
を
失
ひ
、
下
り
て
農
と
為
る
。
総

の
姉
崎

に
居
る
。
数
世
に
し
て
東
都

に
徒
り
居
る
。
乃
ち
姓
を
高
野
と
改
む
。
治
産
積
居
、
時
と
と

お

か
さ

も
に
逐
い

(
史
記
、
貨
殖
伝

の
言
葉
、
資
産
を
蓄
積
し
て
時
機
を
見
て
売
買
す
る
)
、

遂

に
大
費
と
為
る
。

家
、
巨
万
を
累
ぬ
。
考

(
父
)
諦
は
勝
春
、
百
里
と
号

つ

ほ
と
ん

よ
ろ
こ

す
。
天
資
豪
湛
、
家
人

の
産
を
事
と
せ
ず
。
晩
年
、
財
、
漸
く
琿
く
。
年
、
幾
ど
五
十
。
子
な
し
。
妾
某
氏
先
生
を
生
む
。
百
里
翁
、
悦
ぶ
こ
と
甚
し
。
先
生
、
生

れ
な
が
ら

に
し
て
聡
敏

に
し
て
、
年
わ
ず

か
に
四
歳
に
し
て
書
を
善
く
す
。
翁
、
之
を
奇
と
し
愛
す
る
こ
と
す

で
に
甚
し
。
教
う
る
に
市
井
郷
里
の
事
を
以

っ
て
せ

ず
。

六
歳

に
し
て
書
を
佐
玄
龍
兄
弟

(佐

々
木
玄
龍
と
文
山
)

に
学
ぶ
。
十
歳
に
し
て
書
を
読
む
。
成
童

(
十
五
歳
)
業
を
租
陳
物
先
生

に
受
く
。
先
生
、
初
め
て

見
る
や
、
之
を
奇
と
し
、
目
す
る
に
趙
壁

(趙

の
恵
王
の
所
蔵
し
た
宝
玉
)
、
連
城

に
抵
る
を
以

っ
て
す

(
秦

の
昭
王
が
趙
氏
の
壁
を
手

に
入
れ
ん
と
し
、
十
五
城
と

本
多
狩
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
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う
し
な

た

ふ
け

代
え
よ
う
と
言

っ
た
故
事
)
。

十
七
、

明
を
喪
う
。
終

に
百
事
を
廃
し
、
唯
だ
詩
に
是
れ
耽
る
。
蓋
し
、
物
夫
子

の
之

に
教
え
て
然
ら
し
む
る
な
り
。
弱
冠

(
二
十

う
し
な

ま

こ
こ

歳
)

に
及
ぶ

こ
ろ
、名

漸
く
著

わ

る
。

二
十
有

五
、
考

(
父

)
を
喪

い
、
関

に
服
す

。
後

、
復

た
産

を
治

め
ず

。
愈

～
益

ヒ
歌
詩

に
耽

る
。
是

を
以

っ
て
産

、
大

い
に
盈

ひ
さ

た
く
わ
え

ひ
ん
び
ん

す
(す
な
く
な
る
)
。
家
憧
も
漸

々
引
去
す
。
尽
く
邸
盧
を
謹
ぎ
以

っ
て
僑
居
す
。
家
に
憺
石

の
儲
な
き
も
嬰
如
た
り
。
物
夫
子
の
古
文
辞
を
侶

せ
し
よ
り
、
斌

々

(彬

ほ
し
い
ま
ま

た
だ

々
)
た
る
作
者
、
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
詩
名
を
海
内

に

壇

に
す

る
者

は
、
特
先
生
と
南
郭
服
先
生
と

の
み
。
初

め
、
物
夫
子
没
後

(
享
保
十
三
年
、

一
七

二
八
)
、
先
生
、
年
少
叛
る
を
以

っ
て
、
南
郭
先
生

に
兄
事
す
。
業
、
成
る
に
及
び
て
や
、
海
内
の
王
侯
大
人
、
及
び
聞
巷
窮
郷

の
士

の
、
詩
を
言
う
も
の
、
業
を
二

先
生

の
門
に
受
け
ざ
る
も
の
少
な
し
。
而
し
て
、
王
侯
の
詩
を
学
ぶ
も
の
、
什

の
六
七
、
先
生

の
門

に
出
づ
。
先
生
、
詩
に
於
て
額
門

(専
門
)
た
り
、
そ

の
精
な

る
こ
と
知
る
べ
し
。
而
し
て
そ
の
諸
作
、
体
を
得
ざ

る
も
の
な
し
。
最
も
近
体
に
長
ず
。
初

め
、
唐
人
の
体

に
沿

い
、
後
、
子
鱗

(
李
肇
龍
)
に
刻
意
す
。
而
し
て

能
く
そ
の
体
を
得
た
り
。
先
生

の
詩
を
為
る
や
、
口
を
開
け
ば
句
を
為
し
、
筆
を
下
せ
ぽ
篇
を
成
す
。
金
声
玉
振
、
発
彩
流
潤
、

一
篇
を
出
す
ご
と

に
、
人
、
称
美

せ
ざ
る
な
し
。
そ
の
人
を
教
う
る
や
、
諄

々
と
し
て
善
く
誘

い
、
其
れ
を
し
て
翰
墨
を
蠕
煎

(
た
の
し
く
あ
た
た
め
る
)
、
芸
苑
に
遊
息

せ
し
め
、
而
る
後
、
換
然
と

し
た
が

ほ
と
ん

あ
ま
ね

あ
げ

氷
釈
し
、
恰
然
と
し
て
理
順
う
。
是
を
以

っ
て
人
々
そ
の
教
え
に
遵
う
を
楽
し
み
、
弟
子
、
益

こ
進
み
、
幾
ど
海
内
に
遍
し
。
風
を
聞
き
て
私
淑
す
る
者
、
勝
て
数

も
と

う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
先
生
、
素
よ
り
好
ん
で
山
川

に
遊
び
、
多
病

に
し
て
そ
の
志
を
遂
ぐ
る
能
わ
ず
。
嘗
て
相

の
鎌
倉

に
遊
び
て
曰
く
、
是

の

一
培
壊

(小
高

い

へ
だ

丘
)
、
未
だ
美
観
と
な
す
に
足
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
覇
王

の
嘘
、

以

っ
て
感
慨
す
る
に
足
れ
り
。

且

つ
東
都
を
距

つ
る
こ
と
、
百
里
に
し
て
遠
し
。
是
れ
我
が
輌
川

し
ば

こ
こ

む
か

こ
ば

(
唐
王
維
の
別
業
)
な
り
。
数
し
ば
往
還
す
。
是
に
於

て
、
建
長
、
円
覚

の
諸
寺

の
絶
徒
、
相
遂
え
て
詩
を
請
う
も
の
多
し
。
先
生
も
亦
、
之
を
拒
ま
ず
。
遂

に
相

む
す

往

来

し
、
方
外

の
交

り
を
締

ぶ
こ
と
甚

だ
厚

し
。
諸

上

人
相
謀

り

て
、
草
堂

を
瑞
鹿

山

(円
覚
寺

)

の
側

に
螢

み
、
甚

だ
幽
致
あ

り
。
名
つ

く

る

に
五
勝
を

以

っ
て

す

。

曰
く
松
濤

館
、

曰
く
醇

蕩
門

、

曰
く
蕉
鹿

園

、
曰

く

漱
玉
橋

、

曰
く

、
灌
花
井

、
と
。

詩
を
賦

し
て
以

っ
て
紀
す

。
歳

に

一
再
、
往
還

し
て
以

っ
て
楽

し
む
。

ほ
と

ま

よ
み
が
え

故

に
、

己
巳
以
後

(寛
延

二
年
、

一
七
四

九
)

の
諸
作

、
鎌
倉

の
詩

、
そ

の
半
ぽ

に
居

る
。
先
生

、

瀬

弱
、
善

く
病

む
。
幾

ん
ど

死

せ
ん
と

し
て
、
復
た
蘇

る

こ
と

し
ば数

し
ば
な
り
。
宝
暦
甲
戌

の
夏

(
四
年
、

一
七
五
四
)
、
先
生
疾

に
寝
ね
て
、
病
む
。
や
、
門
弟
子
を
召
し
て
曰
く
、
我
が
命
、
旦
夕
に
在
り
。
死
せ
ぽ
当
に
鎌
倉
円

覚
寺

の
後
山

に
葬

る
べ
し
。
我
、
嘗

て
彼

の
丘
に
登
り
て
楽
し
め
り
。

二
三
子
、
違
う
無
く
ん
ぽ
、

則
ち
死
す

る
の
日
、

猶
お
生
日
の
ご
と
か
ら
ん
と
。

数
旬
に

い

ま

さ
き

ち
ゅ
ん
せ
き

つ

は
か

ま

し
て
病
愈
ゆ
。
復
た
二
三
子
を
召
し
て
曰
く
、
日
に
我
、
将
に
竃
穿

(
墓
嬢
)

に
即
か
ん
と
す
。
山豆
図
ら
ん
や
、
復
た
二
三
子
と
相
見
ゆ
る
を
得
た
り
。
既

に
し
て

そ
も
そ
も

は
た

今

日
あ
り
、
抑

、
天

の
寵
霊

か
、
亦
将

、
天

の
吾

を
労

使

せ
ん
と
欲
す

る
か
。
然

り
と

難
も
、

五
十

の
年

、
今

す

で
に
過
ぎ

た
り
。
人
生

い
く
ば

く
そ

、
我

、
将

に
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た
が
さ

う

寿
蔵
を
彼

の
丘
に
築

い
て
以

っ
て
絵
年
を
待
た
ん
と
す
、
と
。
遂

に
人
を
遣
し
て
墳
を
築
く
。
其

の
崇

八
尺
、
樹
う
る
に

一
株

の
松
を
以

っ
て
す
。
封

は
馬
巌

の
如

し
。
(墳
墓

の
形
式
に
馬
巌
封
と

い
う
の
が
あ
り
、
封
土

の
形
が
馬

の
た
て
が
み
の
上
部
が
う
す
く
な

っ
て
い
る

の
に
比
し
て
い
う
)
。
門
人
松
崎
惟
時
を
し
て
そ

の

こ
こ

ま

い

あ
ら
た

事
を
石
に
記
さ
し
む
。
魏
然
と
し
て
焉
に
在
り
。
今
歳

六
月
、
先
生
、
復

た
疾

に
寝
ぬ
。
越
え
て
七
月

六
日
、
病
革
ま
る
。
市
橋
氏
、
人
を
遣
し
て
松
崎
惟
時
、
横

お
の

お
の

つ
く

谷
友
信
、
竹
川
政
辰
、
及
び
惟
熊
を
召
す
。
各
お
の
鉾
趨
し
て
至
れ
ば
、
則
す
卒
す
。
各
お

の
位
を
為
り
て
突
す
。
先
生
、
子
な
し
。
故
に
、
四
子
相
謀
り
、
喪
事

お
わ

ひ
つ
ぎ

い
や
し

を
竣
る
。
友
信
、
政
辰
、
襯
を
奉
じ
て
鎌
倉

に
赴
き

、
円
覚
寺
寿
蔵

の
地
に
葬

る
。
先
生
、
容
貞
端
正
、
挙
動
、
筍
く
も
せ
ず
。
人
と
な
り
剛
毅
、
声
色
貨
利

に
耽

お
の
れ

お

ら
ず

。

人

の
急

に
趨
く

こ
と
、
己
私

よ

り
も
甚

し
。
才

辮
敏
捷

、
議
論

、

日
を
寛
う
も

、
終

に
届

す

る
と

こ
ろ
な
し
。
飲

を
好

め
ど
も

、
然
れ

ど
も

未
だ
普

て
そ

の

儀

を
失

せ

す
。

是
を
以

っ
て

一
時

の
王
侯

貴
人

、
之

を

尊
重

し
、
弟

子

の
礼

を
執

り
、
以

っ
て
之

を

待

つ
。

久
し
く

し
て
愈

ミ
之

を
敬

す
。

先
生
、

幼

よ
り
著

わ
す

け
つ

い

お
の

と
こ
ろ
の
詩
、
万
有
除
篇
、
亡
慮
若
干
巻
、
疾
病

に
及
ん
で
悉
く
之
を
火

に
傅
し
、
子
遺

(
残
り
)
な

か
ら
し
む
。
是
に
於

て
二
三
子
相
謀
り
、
各
お
の
嘗

て
私
録

あ
つ

す

る
と

こ
ろ
の
も

の
を
輯

む
る

に
、
僅

か
に
、
千
首

に
満

た
ず
。
将

に
世

に
伝

え

ん
と
す

。

先
生

、

宝
永

元
年
甲
申

に
生
れ

、
年

を
得

る

こ
と

五
十
有

四
。

先
後

、

妻

を
婆

る

こ
と

六
人

。

一
も
生

む

と

こ
ろ
な
く

、
嗣

を

絶
す

。
銘

に
曰
く

。

びく

あ
き

ほ
る
ほ

き
わ

先

牛

の
言
と
文
と

、
人

の
以

っ
て
悪

む
な
く

、
以

っ
て
職

る
な

し
。
天

未
だ

斯
文
を
喪

さ
ず

、
永

世
、

以

っ
て
誉

を
終

め

ん
。

こ
の
墓

誌

で

は
、
前
掲

の
寿
蔵
褐

の
記
事

を
補

う

こ
と

の

で
き

る
も

の
が
多

い
。

そ

の
妻
が

市

橋
氏

で
あ

る

こ
と

は

こ
れ

に
て
わ

か
る
。
先

祖

の
う

ち

で
、
祖

父

の
時

に

は
、
大

費

(商

人
)
と

な

っ
て
巨

万

の
富

を
有

し

た
こ
と

、

父

の
勝
春

に
な

っ
て
、
家
産

を
尽

く
す

に
至

っ
た

こ
と

、
父

に
子
が

な
く

て
、
妾
某
氏

が
蘭

亭
を
生

ん
だ

こ
と
、
十

五
歳

で
狙

裸

に

つ
い
て
学

ぶ
。

十
七
歳

で
失
明

し
、
祖

棟

に
教

導
さ

れ

て
詩

に
専
念

す

る
よ
う

に
な
り
、
弱

冠

二
十
歳

の
こ

ろ
に
名

が
著
わ

れ

た

こ
と

、

二
十

五
歳

で
父
を
う

し
な

い
喪

に
服

し
た
が

、

そ

の

の
ち

は
、

家

業

を
治

め
ず

、
ま

す
ま
す

歌
詩

に
耽

る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と
。
狙
律

に

つ
い
て
、
古

文
辞

の
提

侶

の
波

に

の

っ
て
、
当

時

の
詩
壇

に
名
を

あ
げ

、
服

部
南
郭

に
従

っ
て
、

つ
い

に
、
両

者
が

な
ら

ん

で
当
時

の
王
侯
を

は
じ

め
、

」
般

の
詩
を

学
ぶ
人

々

の
問

に
お

い
て
も
、
尊

敬
を

集

め
て

い
た

こ
と

な
ど
が
く

わ
し
く
記

さ
れ

て

い
る
。
蘭
亭

が
詩

を

つ
く

る
と

、
口

を
開

け
ば

詩

句
と
な

り
、
筆

を
下

せ
ば

篇
と

な

る
。

こ

の
美

し

い
詩

が

、

一
た
び
発

表

さ
托

る
と
、
誰

し
も
称

賛

し
た

い
も

の
は
な

か

っ
た
。
蘭

亭

は
、
人

を
教
え
導
く

こ
と
が

丁
寧

で
、

わ

か
り

や
す

く
説
得

す

る
力

が
あ

り
、

こ

の
た

め

に
弟

子

の
数

が

い
よ

い
よ
多

く
な

り
、
私
淑
す

る
も

の
が
数

え
ぎ
れ

な

い

ほ
ど

で
あ

っ
た
と

い
う

、

こ

の
辺

の
記
事

は
、

か
れ

の
詩

人
と

し
て

の
声

価

の
い
か
に
高

か

っ
た

か
を
物
語

っ

て

い
る
。
鎌
倉

の
別

壁

に

つ
い

て
も
、

か
な

り
く

わ
し

い
。

と
く

に
こ
こ
に
五

つ
の
景
勝
が

あ

っ
た
と

い
う

が
、

こ

の
文

で
は
、
そ

れ
を
具
体

的

に
掲

げ

て
、
松

濤
館

、

本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
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本
多
狩
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭

蘇
蕩
門
、
蕉
鹿
園
、
漱
玉
橋
、
灌
花
井
と
い
う
。
こ
れ
を
唐

の
詩
人
王
維

の
輌
川
別
業
に
な
ぞ
ら
え
て
、
詩
に
賦
し
て
い
る
。
年

に

一
二
度
、
江
戸
か
ら
鎌
倉

へ
来

て
、

こ
の
風
致
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
己
巳
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
以
後

の
詩
は
、
大
半
は
鎌
倉
で
歌

っ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
そ

の
没
す

る
と
き

の
状
況
も
く
わ
し
く

の
べ
て
い
る
。
没
す
る
三
年
前
に
、
鎌
倉

の
丘
に
寿
蔵
を
作

っ
た
の
は
、
高
さ
が
八
尺
、

一
株

の
松
を
植
え
た
こ
と
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
今

の
、
寿
蔵
碍

の
位
置

は
そ

の
台
座

の
碍

の
あ
た
り
の
石
組
が
、
当
初

の
ま
ま
の
よ
う
な
古
い
形
を
存
し
て
い
る
の
で
、
多
分
、
も
と
の
位
置

の
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
没
し
て
の
ち
、
門
人

の
四
人
が
、

あ
と

の
事

に
あ
ず
か

っ
た
こ
と
も
、
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
惜

し
い
こ
と
は
、
蘭
亭

の
詩
稿
は
、
万
有
余
篇

に
及
ん
だ
が
、
病
半

に
自
ら
こ
と
ご
と
く
焼
き
す

て
ら
れ
た
こ
と
で
、
友
人
た
ち
が
謀

っ
て
そ

の
遺
稿
を
ま
と
め
た
の
は
、
千
首
に
満
た
な
か

っ
た
と

い
う
。
今
、
「蘭
亭
先
生
詩
文
集
」
と

「
蘭
亭
遺
稿
」
が
あ

る

と
い

う
。
詩
文
集

の
方

は
内
閣
文
庫

に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

蘭
亭

の
門
人
と
し
て
は
、
墓
誌
に
は
、
妻

の
実
家

の
市
橋
氏
が
指
名
し
た
上
記
の
四
人
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
世

に
蘭
亭
門
五
子
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
松

崎
観
海
、
横
谷
玄
圃
、
藤
山
秋
水
、
近
藤
西
涯
、
竹
子
徳
の
五
人
で
あ
る

(儒
家
小
誌
)
。
松
崎
観
海
、
前
出

の
寿
蔵
碍

の
撰
者
で
あ
り
、
名

は
惟
時
、
字
は
君
修
、
号
観

海
。
松
崎
観
瀾

(
家
老
と
な
る
)
、
白
圭

の
子
、
江
戸

の
人
、
安
永
四
年
没
、
五
十

一
歳
。
太
宰
春
台
門
、

の
ち
高
野
蘭
亭
門
に
入
り
詩
を
学
ぶ
。

篠
山
又
亀
山
藩
儒
。

横
谷
玄
圃
、
名
は
友
信
、
字

は
文
卿
、
号
は
玄
圃
、
江
戸
の
人
、
安
永
七
年
没
、
五
十
九
歳
。

盲
人
。

藤
山
秋
水
、
名
は
惟
熊
、

学
は
子
祥
、

号
秋
水
、
霞
関
、
江
戸

の
人
、
天
明
六
年
没
、
五
十
八
歳
、
杵
築
藩
儒
。
墓
誌
を
撰
し
た
山
惟
熊
と
あ
る
の
は
こ
の
人

の
こ
と
。
山
は
藤
山
姓
を
修
し
て
い
う
。
近
藤
西
涯
、
名

は
篤
、
字
は
子

業
、
号
は
西
涯
、
岡
山

の
人
。
河
口
静
斎
門

に
あ

っ
た
人
。
岡
山
藩
儒
。
竹
子
徳
は
、
竹
川
政
辰

の
こ
と
。
名

は
政
辰
、
字
は
子
徳
、
号

は
馬
陵
、
修
し
て
竹
子
徳
と
い

う
。
伊
勢

の
人
。
文
化

二
年
没
、
六
十

二
歳
。
こ
の
五
子
の
中
、
近
藤
西
涯
は
蘭
亭
門
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
こ
の
人
よ
り
も
、
唐
橋
君
山
、
名
は
世
済
、
字

は
美
卿
、

号
は
君
山
、
江
戸
の
人
。
寛
政
十
二
年
没
、
六
十
五
歳
、
豊
後
岡
藩
儒
、
蘭
亭

に
詩
文
を
学
ん
で
い
る
。

従

っ
て
、

市
橋
氏

の
指
名
し
た
四
子
、

す
な
わ
ち
松
崎
、

横

谷
、
竹
川
、
藤
山
の
ほ
か
に
唐
橋
君
山
を
加
え
て
五
子
と
よ
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
稲
垣
白
舘
が
あ
る
。
名
は
長
章
、
字
は
稼
明
、
号
は
白
舘
、
越

前

の
人
、
大
野
藩
儒
。
太
宰
春
台
門
下
で
、
又
詩
を
蘭
亭
に
学
ん
で
い
る
。
安
永
六
年
没
、
八
十
三
歳
。
あ
る
い
は
こ
の
人
も
、
数

に
入
る
か
も
し
れ
ぬ
。

ま
た
蘭
亭
先
生
詩
集
巻
九
に
病
中
寄
五
子
と
題
し
て
、
松
崎
観
海
、
藤
山
秋
水
、
横
谷
玄
圃
、
竹
川
政
辰
、
釈
禅
輯

の
五
人
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
釈
禅
転

は
蘭
亭
先

生
詩
集

の
編
集
に
も
あ
ず

か

っ
た
人

で
、
は
じ
め
松
崎
観
海

の
門

に
入
り
、

つ
い
で
高
野
蘭
亭
に
つ
い
て
も
学
び
、
蘭
亭
先
生
詩
集
の
践
を
も
書
い
て
い
る
か
ら
、
五
子

と
し
て
は
、
蘭
亭
自
身

の
指
名
に
よ
る
と
こ
ろ
の
こ
の
五
子
を
指
す

の
が
も

っ
と
も
近

い
で
あ
ろ
う
。
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古同
野
蘭
亭

の
扶
事

高
野
蘭
亭

の
侠
事

に
つ
い
て
は
、
先
哲
叢
談
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

い
く

つ
か
の
侠
事
が
あ
り
、
多
少

は
、
上
記

に
も
ふ
れ
た
が
、
主
な
も

の
は
、
妻

を

選

ぶ

と

き
、
姿
色

の
ま
さ

る
も

の
と
才
徳

の
あ
る
も

の
と
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
と
い
う

こ
と
で
、
あ
る
人
か
ら
、
才
徳

の
す
ぐ
れ
た
も

の
を
選
ぶ
の
が
よ
い
、
姿
色
は
そ

の
次
ぎ

で

あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
は
、
姿
色

の
す
ぐ
れ

た
も
の
を
選
ん
だ

の
で
、
か
れ
は
六
た
び
妻
を
嬰

っ
た
が
、

つ
い
に
後
嗣

の
子
が
で
ぎ
な
か

っ
た
と
い

う
oも

う

一
つ
は
、
蘭
亭
は
酒
を
こ
の
み
、
変

っ
た
こ
と
が
好
き
で
、

つ
ね
に
欄
膠
杯
を
挙
げ

て
飲
ん
で
い
た
。
友
人

の
秋
山
玉
山
が
、
か
れ
の
た
め
に
燭
膿
杯
行

の
歌
を

作

っ
た
。
そ

の
序

の
こ
と
ぽ

に
、

し

ゅ
く

高
子
式
山
人
は
達
士
な
り
、
燭
膿
杯
を
置
き

て
、
時

々
把
玩
す
。
死
生
を

一
に
し
、
形
骸
を
忘
れ
、
超
然
自
適
す
。
少
年
輩
、
争
い
飲

ん
で
豪
挙
と
す
。
予
独
り
、
盛

あ
つ頻

し
て
飲
む

こ
と
能
わ
ず
、
衆
、
余
が
未
達
を
笑
う
。
因

っ
て
燭
膿
杯
行
を
作
り
て
自
ら
嘲
り
、
兼

ね
て
濁
膿

の
為
め
に
嘲
り
を
解
く
、
詩

に
曰
く
、

「
既
非
月
支
頭
、
亦
無
知
伯
仇
、
山
人
好
奇
奇
至
骨
、
日
盛
美
酒
以
濁
腰
、
少
年
争
飲
誇
豪
挙

、
皆
道
山
人
達
士
流
」
云
々

(以
下
略
)
。

と
あ
る
。

な
お
、
高
野
蘭
亭

の
小
伝
は
、
「
近
世
叢
話
」
、
「
先
哲
叢
談
」
、
「
事
実
文
編
」
な
ど

に
見
え
る
。
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猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭

本
多
狩
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
と
の
接
触

は
ど

の
よ
う

で
あ

っ
た
か
。
猜
蘭
侯

(
一
六
九

一
-

一
七
五
七
)
と
高
野
蘭
亭

(
一
七
〇
四
ー

一
七
五
七
)
は
、
猜
蘭
侯
の
方
が

十
四
歳
年
長
で
あ
り
、
没
年
は
同
じ
く
宝
暦
七
年
で
あ
る
。
蘭
亭
は
成
童

(
十
五
歳
)

で
租
僚

の
門

に
入
る
。
享
保

三
年

の
こ
ろ
で
あ
る
。
猜
蘭
侯
は
そ
れ
よ
り
さ
き
、

宝
永

六
年

(
一
七
〇
九
)
狙
僚

の
護
園
塾

の
成

っ
た
こ
ろ
か
ら
、

お
そ
く
と
も
正
徳
元
年

(
一
七

一
一
)

の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
狙
律
に
入
門
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭



本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭

服
部
南
郭

(
一
六
八
三
-

一
七
五
九
)
も
お
そ
ら
く
護
園
塾

の
成

っ
た
こ
ろ
に
は
、
相
前
後
し
て
狙
篠
門

に
入

っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
蘭
亭

の
租
律
塾

に
入

っ
た
成
童

の

こ
ろ
、
山口子
保
三
年

の
こ
ろ
に
は
、
も
う
古
文
辞
派

の
動
き
が
よ
う
や
く
鮮
明

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
き
で
あ

る
。
護
園
派

の
人
々
の
社
集
が
享
保
年
間

に
な
る
と
、
頻
繁

に

行
わ
れ
て
い
る
。
正
徳

の
は
じ
め

(
一
七

=

)
か
ら
、
享
保
十
七
年
、
猜
蘭
台
集

の
初
集

の
成

っ
た
こ
ろ
ま
で
に
は
、
さ
か
ん
に
護
園

の
社
集
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き

で
あ
る
。
そ

の
間
、
詩
会

で
の
唱
酬
の
作

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
論
集
の
数
号
に
わ
た

っ
て
論
じ
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
。
こ
の
社
集
は
さ
ら
に
租
陳

の
没
後

(享
保

十
三
年
)
か
ら
、
猜
蘭
侯

の
晩
年

に
ま
で
つ
づ
く
が
、
次
第

に
親
密
な
社
友
た
ち
の
分
散
や
物
故

に
よ

っ
て
、
猜
蘭
侯

の
晩
年
に
は
、
南
郭

の
ほ
か
少
数

の
も

の
が
加
わ

る
程
度

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
蘭
亭

の
参
加
し
た
の
は
、
猜
蘭
台
集
で
は
、
わ
ず
か
に
、
三
稿
巻
二

(
曽
頁
)

に
次

の
詩
が
載

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

雨
中
子
遷
子
式
鳥
石
集
桂
花
棲
得
寒
字

今
雨
雷
君
欲
馨
歓
、
莫
如
但
使
対
尊
閲
、
山
遥
煙
霧
九
天
暗
、
江
近
杯
盤
五
月
寒
、
長
夏
楼
中
開
筆
硯
、

一
時
壁
上
掛
衣
冠
、
為
縁
琴
酒
迎
岱
玩
、
柳
作
風
流
林
下

看
、

右

の
七
律

一
首
、

こ
の
社
集

に
出
席
し
た

の
は
、
子
遷

(
南
郭
)
、
子
式

(
蘭
亭
)
、
烏

石

(松
下
鳥
石
)
で
、
会
場

は
桂
花
棲
で
あ

る
。
桂
花
棲
は
、
猜
蘭
侯
が
保
養

の
た
め
に
、
海
に
面
し
た
松
林

の
あ
る
土
地
を
開

い
て
設
け
た
別
駆
で
、
こ
こ
で
は
し
ば
し
ぼ
詩
会
が
催
さ
れ
た
。
猜
蘭
台
集

の
二
稿
三
稿
や
南
郭

の
文
集

の
三
篇

に
こ

こ
で
作

っ
た
多
数
の
作
が
の

っ
て
い
る
。
み
な
詩

の
社
集

の
あ

っ
た
と
き

の
作

で
あ
る
。
猜
蘭
台
集

の
三
稿
は
ほ
ぼ
享
保
二
十
年

(
一
七
三
五
)
か
ら
寛
延
三
年

(
一
七

五
〇
)
ま
で
の
こ
ろ
の
作
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
作
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
間

の
も
の
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
こ
の
詩
の
示
す
と
お
り
、
南
郭
や
烏
石
と
同
席
し
た
詩

の
会
に
蘭
亭

の
参
加
し
て
い
る
例
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
、
猜
蘭
侯
と

の
接
触

の
あ

っ
た
こ
と
が
、
は

っ
き

り
と
証
明
さ
れ
る
作
で
あ
る
。
折

か
ら

の
雷
雨

の
夕
立

の
あ

っ
た
席

で
、
酒
を
く
み
詩
を

つ
く
り
、
晋
人

の
風
流

の
よ
う
に
楽
し
い
詩
酒

の
会
合

の
さ
ま
を
え
が
い
た
作

で
あ

る
。
猜
蘭
侯
は
酒
を
よ
く
楽

し
み
、
南
郭
も
よ
く
陶
酔

し
た
、
蘭
亭
も
酒
は
好
む
と
こ
ろ
で
、
乱
に
及
ば
ず
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
宴
席
で
は
楽

し
い
酒

で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
。
こ
の
作

の
ほ
か
に
、
猜
蘭
台
集
は
、
蘭
亭

の
名

は
ま
だ
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
蘭
亭
は
、
ど

の
程
度
か
わ
か
ら
な
い
が
早
く
十
七
歳
の
と
き

か
ら
失
明
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
頻
繁

に
は
出
席
し
て

は
い
な
か

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
又
、
年
齢
か
ら
言

っ
て
も
、
か
な
り

の
後
輩
で
あ

っ
た
こ
と
も
考
慮

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
平
生

の
作
は
、
万
首

に
及
ぶ

と
い
う
か
ら
、
た
え
ず
詠
草

は
あ

っ
た
は
ず

で
、
全
詩

の
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
惜

し
ま
れ

る
。
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服
部
南
郭
と
の
唱
酬

服
部
南
郭

の
南
郭
先
生
文
集
か
ら
、
蘭
亭

の
関
係
作
を
拾

っ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

初
編
に
、
高
秀
才
ま
た
高
生
と
あ
る
詩
が
散
見
す
る
が
、
高
野
蘭
亭
か
ど
う
か
確

か
に
は
定
め
ら
れ
な
い
。

答
高
子
式
秋
日
見
寄

二
首
高
前
遭
失
侍
之
変
、

二
編
巻
四

登
楼
深
悦
仲
宣
才
、
驚
我
真
成
華
髪
催
、
且
対
江
流
嵯
遊
者
、
堪
迎
楚
色
賦
悲
哉
、
交
遊
情
動
浮
雲
散
、
揺
落
秋
傷
老
樹
擢
、
因
憶
萱
洲
萱
草
晩
、
勒
傍
今

日
為
君

哀何
処
凄
風
落
碧
梧
、
誰
憐
夜
月
対
君
孤
、
失
明
発
憤
春
秋
傳

、
忘
外
探
玄
象
岡
珠
、
抱
病
不
妨
耽
翰
墨
、
卜
居
寧
更
間
江
湖
、
詩
成
時
有
山
河
感
、
寄
到
黄
公
旧
酒

徒
、こ

の
詩
は
蘭
亭
が
失
明
し
た
哀

し
み
に
答
え
て
そ
れ
を
慰
労
す

る
意
を
こ
め
て
歌

っ
て
い
る
。

答
高
子
式
見
寄

二
編
巻

四

詞
容
趨
陪
翰
墨
林
、
喪
明
寧
廣
檬
梧
吟
、
西
河
夫
子
名
応
盛
、
南
郭
先
生
隠
韓
深
、
何
足
詩
篇
酬
錦
字
、
但
将
閑
事
寓
灰
心
、
好
来
猶
欲
聴
天
籟
、
萬
木
秋
高
赤
羽
陰
、

こ
れ
も
蘭
亭

の
失
明
の
こ
と
を
歌

っ
て
い
る
。
赤
羽
と
あ

る
の
は
南
郭

の
住
居
で
あ
る
。

小
集
子
式
不
至
、
有
詩
見
寄
懐
、
因
和
却
寄

二
編
巻
四

誰
家
命
駕
鳳
城
東
、
此
庭
故
人
柳
復
同
、
千
里
只
言
思
叔
夜
、

一
時
無
那
少
車
公
、
停
杯
旅
食
暫
南
館
、
携
手
長
歌
望
北
風
、
間
説
近
来
多
賦
雪
、
何
如
授
簡
吹
毫

工
、

こ
こ

詩
社

の
集
会
に
蘭
亭
が
出
席
し
な
い
で
、
詩
を
作

っ
て
よ
こ
し
た
の
で
、
そ

の
詩
に
次
韻
を
し
て
答
え
た
作
。
千
里
、
只
だ
言

に
叔
夜
を
思
う
、

一
時
、
車
公

か

を
少
(
欠
)
く
を

い
か
ん
と
も
す
る
な
し
と
あ
り
、
叔
夜
は
晋

の
文
人
聾
康
、
車
公

は
晋

の
車
胤

の
こ
と
。
車
胤

は
宴
席

の
司
会
が
う
ま
く
、
こ
の
人
が
出
席
し
な

い
と
宴
会
が
楽
し
く
な
ら
な
い
と
い
う
故
事
が
あ
る
の
に
よ

っ
て
、
叔
夜
、
車
公
と
も

に
蘭
亭

に
見
立

て
て
こ
の
出
席

し
な
か

っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。
蘭

本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
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本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭

亭
が
南
郭

に
つ
い
て
詩
社
に
出
席
し
て
い
た
こ
ろ
の
情
況
が
よ
く
わ
か
る
。
鳳
城
は
皇
城

で
あ

ろ
う
。
そ
の
東
と
言
え
ば
或
は
猜
蘭
侯

の
邸
か
。

高
子
式
萱
洲
宅
成
二
首

三
編
巻
三

柳
卜
幽
居
試
賦
才
、
采
芳
洲
渚
興
悠
哉
、
縷
塵
旧
濯
槍
浪
水
、
擁
菊
新
含
濁
酒
杯
、
園
霧
江
帆
侵
樹
入
、
艦
雲
城
楳
対
楼
廻
、
不
須
襟
背
栽
萱
草
、
日
載
忘
憂
與
客
開
、

誰
言
車
馬
混
風
塵
、
此
地
矯
東
溝
水
浜
、
心
遠
江
湖
寧
澤
境
、
隠
深
朝
市
不
違
親
、
秋
風
試
釣
鰹
魚
大
、
暁
樹
移
巣
鳥
雀
新
、
巳
見
貴
遊
多
轍
跡
、
莫
将
薫
灼
骸
郷
隣
、

か
や

ば

ち
ょ
う

蘭
亭

の
邸
宅
が
完
成
し
た
と
き

の
作
。
萱
洲
は
萱
場
町
を
い
う
。
こ
の
あ
た
り
に
蘭
亭
が
邸
宅
を
作

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
秋
山
玉
山
に
、
過

(飲
)
高

子
式
七

律
が
あ
り
萱
艸
洲

の
語
を
使

っ
て
い
る
。
萱
洲
と
も
い
う
。

子
式
見
訪
時
庭
花
已
残
、
分
得
花
字

三
編
巻
四

残
尊
未
尽
夕
陽
斜
、
薫
索
閑
庭

一
樹
花
、
亦
識
恨
君
相
問
晩
、
誰
憐
春
色
在
貧
家
、

南
郭

の
と
こ
ろ

へ
蘭
亭
が
訪
ね
て
ぎ
た
が
、
お
り
か
ら
庭
園

の
花
は
す

で
に
散

っ
て
い
た
。
そ

の
席
で
分
韻
を
し
て
花

の
字
を
得
て
、
こ
れ
を
韻

と

し

て
作

る
。
蘭
亭
が
南
郭

の
家
を
訪
れ
た
が
、
春

の
花
が
す

で
に
散

っ
て
し
ま

っ
た
が
ま
だ

一
樹
さ
き

の
こ

っ
て
い
る
の
を
賞
美
し
て
作

っ
た
も

の
。

秋
日
実
高
子
式

四
編
巻

一

斯
人
帰
九
原
、
弟
子
失
墓
援
、
多
病
促
中
蔵
、
遺
詩
絵
万
言
。
郭
才
傷
化
壌
、
楚
賦
共
招
魂
、
流
水
終
同
逝
、
高
山
誰
與
論
。
遥
思
星
月
影
、
寧
照
夜
毫
昏
、
地
下

從
来
隔
、
天
隅
何
庭
存
、
形
神
留
片
石
、
艸
木
託
荒
村
、
悲
此
秋
風
裏
、
難
尋
鶏
紫
痕
、

こ
れ
は
宝
暦
七
年
七
月
六
日
、
高
野
蘭
亭
が
没
し
た
直
後

の
哀
契
の
詩

で
あ
る
。
こ
の
人
が
あ

の
世

へ
行

っ
て
し
ま

っ
て
、
弟
子
た
ち
は
、
よ
り
ど
こ
ろ
を
な

く
し
て
し
ま

っ
た
。
病
気
が
ち
で
、
中
年

の
命
を
ち
ぢ

め
て
し
ま

っ
た
。
あ
と
に
は
多
く
の
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
才
能
は
土
と
な

っ
て
し
ま
い
、
よ

い
作
品
は
水

の
流
れ
と
と
も

に
消
え
去

っ
た
。
も
は
や
共
に
詩
を
論
ず
る
こ
と
も
で
き
ず
、
は
る
か
に
月
や
星
の
影
を
仰
ぎ
見
る
ば
か
り
で
あ
る
云
々
と

い
う
。
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高

野
蘭

亭

の
詩

高
野
蘭
亭

の
詩

は
、
蘭
亭
先
生
詩
集
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
集

は
は
じ
め
に
上
記

の
寿
蔵
隅
を
撰
文

し
た
松
崎
惟
時

の
序
文
が
あ
り
、
蘭
亭

の
詩
を
服
部
南
郭



に
比
較
し
て
、
我
が
邦

に
於
て
生
民
よ
り
以
来
、
未
だ
二
公
の
ご
と
き
有
ら
ざ
る
な
り
と
激
称
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
集

の
編
集

に
当

っ
て
は
、
門
人

の
秋

山

惟

熊
、
竹
川
政
辰
、
横
谷
友
信
、
釈
禅
献
が
共
同
編
集
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
松
崎
惟
時
観
瀾
の
序
文
は
、
東
都
源
師
道

(龍
岡
)
が
代
書
し
て
い
る
。

つ
ぎ

に

ま

た
、
本
多
壷
山
公

の
序
文
が
あ
る
。
壷
山
公

は
前
号

(
本
学
論
集
第
十
九
号
)

に
も
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
た
と
お
り
で
、
公
は
高
野
蘭
亭

に
詩
を
学
ん
で
い
る
。

こ
の

関
係

か
ら
、
詩
集

に
序
文
を
書

い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
題
蘭
亭
先
生
詩
篇
と
し
て
七
言
長
篇

の
詩

一
首
を
墨
書

の
ま
ま
刻
し
て
い
る
。

「
白
髪
萱
洲
老
庭
士

(
蘭
亭
先

生
を
い
う
)
、
可
称
大
隠

々
朝
市
、

一
区
之
宅
枕
潮
流
、
此
地
曽
営
明
月
楼
、
明
月

一
片
湧
波
際
、

明
珠

一
握
照
淋
頭
、

(中
略
)

豊
翅
竹
畠
勒
功
名
、

遺
草
千
秋
垂
不

朽
」
と
あ
り
、
容
麓
陳
人
膝
忠
如
と
署
名
し
て
い
る
。
壷
山
公

の
墨
書

に
よ
り
そ

の
筆
蹟
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
得
が
た

い
。
さ
て
、
詩
集

は
十
巻
あ
り
、
巻
之

一

五
言
古
詩
、
巻
之

二
七
言
古
詩
、
巻
之

三
、
巻
之
四
、
五
言
律
詩
、
巻
之
五
、
巻
之
六
、
巻
之
七
、
巻
之
八
、
七
言
律
詩
、

巻
之
九
、

巻
之
十
、

七
言
絶
句
、

六
言
律

詩
、
六
言
絶
句
に
分
類
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
七
言
律
詩
が
得
意

で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
そ

の
数
も
も

っ
と
も
多

い
。
内
容

は
、
狙
裸
派

の
詩
人
た
ち
と

の
侶
酬
が
き
わ
め
て
多
く
、
そ
れ
ら

の
交
遊

の
あ
と
を
詳
し
く
う

か
が
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
興
味
深

い
。
今

こ
こ
に
詳
述
す
る
ゆ
と
り
が
な

い
の
で
省
略
す
る
が
、
本

多
猜
蘭
侯

に
寄
せ
た
詩
が

一
首
あ
る
の
で
こ
こ
に
掲
げ

る
。
あ
わ
せ
て
蘭
亭

の
詩
三
首
を
付
加
す
る
。

奉
賀
猜
蘭
侯
五
十
初
度

賜
第
城
西
払
紫
気
、
蘭
台
佳
気
正
気
颪
、
天
通
北
極
三
台
座
、
雲
動
南
山
五
色
文
、
玉
管
声
兼
周
楽
起
、
金
茎
露
自
漢
宮
分
、
鹿
鳴
今
日
嘉
賓
会
、
千
載
称
膓
報
使

君
、

猜
蘭
侯
五
十
歳

の
誕
生

日
の
集
会
の
席

で
の
祝
意
を
述
べ
た
作
で
、
元
文

五
年

(
一
七
四
〇
)
六
月
十
八
日
に
当
る
。
蘭
亭

は
三
十
七
歳

の
と
き

の
作
で
あ
る
。

松
濤
館

石
壁
斜
廻

一
草
堂
、
檬
梧
長
囎
坐
相
忘
、
漢
流
欲
韓
離
題
径
、
嶽
色
高
懸
醇
蕩
鰺
、
後
圃
種
爪
生
緑
蔓
、
前
庭
移
樹
著
春
芳
、
若
容
更
比
山
中
相
、
風
起
松
濤
類
華

陽
円
覚
寺
後
山

の
松
濤
館

を
歌

っ
た
晩
年

の
作
で
あ
り
、
そ
の
景
観
や
周
辺
が
よ
く
描
か
れ

て
い
る
。

建
長
寺
玉
雲
精
舎
留
別
諸
上
人

老
去
人
間
跡
未
休
、
琿
関
握
手
暫
相
留
、
題
詩
欲
別
嵩
山
曙
、
負
笈
重
期
給
苑
秋
、
長
向
風
塵
何
処
住

、
可
知
天
地
此
生
浮
、
卜
居
僕
寄
招
提
境
、
問
法
時
錆
万
劫

本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭
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本
多
猜
蘭
侯
と
高
野
蘭
亭

愁
、

鎌
倉
に
あ

っ
て
禅
寺

の
諸
上
人
と
交
遊
し
た
状
況
が

こ
の
詩

に
よ

っ
て
も
よ
く
わ
か
る
。

東
慶
寺

女
僧
精
舎
玉
為
蓮
、
香
火
常
供
繍
仏
前
、
深
鎖
空
門
秋
色
静
、
満
林
紅
樹
有
誰
憐

こ
れ
は
鎌
倉

の
東
慶
寺
を
歌

っ
た
碗
美
な
作
。
こ
れ
も
晩
年

の
も

の
で
あ

ろ
う
。

お

わ

り

に

高
野
蘭
亭
と
猜
蘭
侯
と

の
間

に
は
、
直
接

の
交
渉

の
あ

っ
た
資
料

は
少
な
い
が
、
同
じ
く
狙
律

の
門
人
で
あ
り
、
服
部
南
郭
と
親
密

で
あ

っ
た
こ
と

に
お
い
て
、
資
料

は
少
く
と
も
そ

の
関
連

は
け

っ
し
て
薄

い
と
は
言
え
な
い
。
今
回
の
調
査

で
は
主
と
し
て
蘭
亭

の
壮
麗
な
寿
蔵
硯
を
見
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
拓
本
に
と
る
こ
と
が
主
題
で

あ
り
、

一
応
そ

の
目
的
は
果
す

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
拓
本

は
本
学
生

の
大
学
祭

の
ク
ラ
ブ
活
動

の

一
端
と
し
て
も
陳
列
さ
れ
た
も

の
で
、

一
見
し
て
驚
く
ぽ

か
り
の
壮

麗
な
作

で
あ
る
。

付
記

今
回
こ
の
調
査

に
つ
い
て
、
多
大

の
便
宣
を
は
か
り
調
査
に
参
加
し
て
下
さ

っ
た
神
奈
川
県
立
博
物
館

の
鈴
木
良
明
氏
に
厚
く
感
謝
を
表
す
る
。
な
お
、
本
学
史
学
研

究
所

の
事
業

の

一
つ
と
し
て
調
査
を
進
め
、
昭
和

五
十
七
年
以
来
、
六
回
に
わ
た

っ
て
本
学
論
集

に
研
究
報
告
を
掲
載
し
て
き
た
本
多
猜
蘭
侯
と
狙
棟
派

の
人
々
に
つ
い

て
の
研
究
論
文

は
、
本
号
を
も

っ
て

一
応
完
結
す

る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
間
、
こ
の
研
究

に
対
し
て
、
援
助
を
い
た
だ
い
た
大
学
当
局
、
並
び

に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た

内
外

の
諸
先
生
並
び
に
研
究
室

の
諸
士
に
厚
く
感
謝

の
意
を
表
す
る
。
昭
和
六
十

二
年
十

一
月
誌
。
再
記
、
今
年
九
月
末
十
月
初
旬
に
か
け
て
本
多
侯

の
旧
封
の
地
、
河

内
長
野
の
延
命
寺
、
地
蔵
寺
等
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
地
蔵
寺

で
は
本
多
侯

の
真
蹟
遊
九
華
山
記

一
巻
を
拝
観
し
た
。
こ
の
調
査

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
報
告

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。
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